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定例会

令
和
６
年
11
月
定
例
会
は
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の

20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
の
制
定
や
補
正
予
算
な
ど
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
議
員
か
ら
意
見
書
案
の
議
案（
発

議
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こんな質問がありました
問：森林環境税の仕組みと対象者及び負担額、また森林環境税の徴収を回収

機構に移管する理由は。

答：森林環境税は「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」に基づく
国税で、森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から、個
人住民税の均等割の枠組みを活用し、令和６年度から賦課徴収が開始さ
れた。年税額は1,000 円で、個人住民税の均等割が課税される方に課
税し、徴収している。
森林環境税は法令により個人住民税の均等割と併せて賦課徴収するこ

ととされており、個人住民税の滞納事案が発生した場合は、森林環境税
についても、機構において処理する必要があるため移管することとなる。

森林環境税の徴収事務を共同処理
するための規約の一部変更
議案第53号　和歌山地方税回収機構の共同処理する事務の変更及び和歌山地方税回収機構規約の変更

現在の海南市歴史民俗資料館の老朽化に伴い、新たに海南市民防災公園内に体験学習館を設置します。

海南市民防災公園内に体験学習館を設置
議案第55号　海南市体験学習館条例

海南市民防災公園の設置
議案第54号　海南市民防災公園条例

にぎわいの創出を図るとともに、大規模災害時における復旧及び復興の拠点を確保することで、市
民の安全と安心に資するため、新たに「海南市民防災公園」を設置します。

こんな質問がありました
問：災害時に各方面から支援をいただく事を考

えれば、赤坂近辺の高台から防災公園に
通じる車道が必要ではないか。

答：既にある通路については、平常時は、歩
行者専用とする予定であるが、災害時など
万が一の場合には、緊急車両等の大型車
両も通行できる幅員は確保している。災害
時も使用可能と判断すれば、緊急車両が
通行するという運用になる予定である。

問：４トントラック等の通行を考えた際、通路の広さ
がギリギリなことに加え、カーブは急で、右側の
手すりが邪魔になる。また、左側の溝にふたが
かかっていない。喫緊の課題として対応しなけれ
ば、いざという時には不便なことになる。

答：車道の拡幅は法面の補強等の問題もあるため、
大掛かりなことはできない。しかし、できるだけ、
ある程度の大きさの車両が通れるよう手だてで
きないか関係部署と検討していきたい。
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こんな質問がありました
問：現在の歴史民俗資料館はどうなるのか、また、その役割に

ついてはどのように引き継がれるのか。

答：現在の歴史民俗資料館は令和６年度末をもって閉館し、令
和７年４月からは、各種文化財や郷土資料等の倉庫として活
用する予定である。また、体験学習館は、歴史及び文化の
伝承並びに防災知識の普及を図るための施設であり、今後
は、これまで歴史民俗資料館が担ってきた役割を体験学習
館が引き継ぎ、発展させて参りたいと考えている。

問：展示はどのように行われるのか。 

答：生涯学習課の職員が中心となり、
例えば和歌山大学の紀州経済
史文化史研究所など専門家の皆
さんのご意見をお伺いしながら、
より魅力的な展示ができるよう
にしていく予定である。

こんな質問がありました

こんな質問がありました

問：小中学校に出前講座ということであるが、一般の方向けの講座について、公民館等で教えて
いただけるような取組はあるのか。

答：今回の防災力向上支援事業は、まずは、子供たちからというこ
とで、市内小中学校で取り組んでいきたい。公園のオープン後
には公園の中で、さらにグレードアップした体験をしていただけ
ればと想定している。市民の皆さんに体験いただける内容であ
り、公民館活動等に取り入れることも効果的であると思うので、
まずは学校から、そして地域へ広がっていけばというふうに考え
ている。

問：これらの補償金について説明願う。

答：生活困窮者の方や障害のある方を対
象に実施しているこれらの事業につい
ては、従来、消費税を非課税として
事業者と契約していたが、国から消費
税の課税対象であり、委託先の事業
者に消費税の負担が生じないよう、自
治体で適切に対応いただきたいとの
説明があったため予算を計上した。

問：国から消費税の課税対象であると示されたの
はいつか。また、いつから課税対象であった
のか。

答：令和 5年 10月 4日付こども家庭庁及び厚生
労働省からの通知により、消費税の課税対象
であることが示された。また、平成 24 年に
社会福祉法及び障害者自立支援法が改正され
た際、課税対象と位置付けられたが、その取
り扱いについて、国から明確な通知は無かった。

市内小中学校で防災力向上の出前講座を開催

過去５年分の消費税を補償

340万円議案第56号　令和6年度海南市一般会計補正予算（第4号）　（防災力向上支援事業）

議案第56号　令和６年度海南市議会一般会計補正予算（４号）　

（生活困窮者自立支援事業） 714万円 　　（障害者地域生活支援事業） 557万円
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・発議第８号 国土強靭化の強力かつ計画的な推進を求める
 意見書（案）

発議第８号については全会一致で原案可決となりました。	 （発議者 ： 米原　耕司）

国においては「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」の一層の事業推進を図ると
ともに、令和７年度までの対策期間以降においても継続的・安定的に財源を確保し、切れ目なく国土
強靭化を推進されるよう強く要望する。（要旨）

・発議第９号 租税特別措置法第89条（トリガー条項）の
 凍結解除を求める意見書（案）

発議第９号については全会一致で原案可決となりました。	 （発議者 ： 田村　秀明）

最近の物価上昇により国民の不安が高まる中、一般消費者、物流業者、第一次産業等の幅広い
すそ野に即効性が明らかなトリガー条項の凍結解除を強く要請する。また、トリガー条項の発動に伴う
都道府県、市町村への地方揮発油譲与税の喪失に関しては完全補填すると共に現行のガソリンの補
助金（激変緩和措置）の継続も併せて要望する。（要旨）

発議とは、議員が議案を提出することで、11月定例会では下記４件が提出されました。発 議

こんな質問がありました
問：どのようなシステム改修を行うのか。

答：令和 5年 6月に戸籍法が一部改正され、戸籍や住民票等の記載事項に氏名の振り仮名が追
加されることとなり、記載する予定の振り仮名を本人宛に通知するための機能を戸籍システム
に整備するための改修となる。

問：振り仮名を決めなければならなくなった理由は。

答：行政機関が保有する氏名情報の多くは漢字で表記されているが、例えば、ワタナベさんの「ナ
ベ」の字など漢字には難しい字や省略した簡略な字など様々な
字体があるため、データベース化の作業は複雑で検索にも時
間を要しているが、振り仮名を記載することで検索等の処理が
容易になり、誤りを防止することができるようになる。
また、今まで氏名の振り仮名は戸籍の記載事項とされておら
ず法律上の根拠がなかったが、戸籍や住民票に氏名の振り仮
名が記載されることで、本人確認情報としての利用が可能とな
り、市民の利便性の向上が図られることとなる。

戸籍情報システムを改修
165万円議案第56号　令和６年度海南市一般会計補正予算（第４号）　

（マイナンバー法等の一部改正に伴うシステム改修）

渡
ワタ

邉
ナベ

渡
ワタ

辺
ナベ

渡
ワタ

邊
ナベ

渡
ワタ

邉
ナベ

ワタナベ│
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・発議第11号 障害者相談支援事業等にかかる消費税の
 取扱いの見直し等を求める意見書（案）

発議第11号については全会一致で原案可決となりました。	 （発議者 ： 東方　貴子）

高齢者施策における同種の相談事業である包括的支援事業は、社会福祉事業に類する事業として
非課税となっており、本事業もこれと同様に扱われるべきものである。また、今回の事案により、各自
治体は、受託者に対して消費税等への補填による対応が必要となっているが、追加負担の取扱いに
ついて明確でなかったことから、国において相応の対応が求められるものであると考えられるため、次の
とおり要望する。（要旨）
１	 障害者相談支援事業、生活困窮者自立支援事業をはじめ、社会的配慮を必要とする方に対する

相談支援事業については、早急に社会福祉事業に位置付けるとともに、非課税とすること。
２	 今事案において受託法人等が追納した税額を補填した自治体に対して財政支援を行うこと。

・発議第10号 「刑事訴訟法の再審規定（再審法）」の改正
 を求める意見書（案）

発議第10号については全会一致で原案可決となりました。	 （発議者 ： 東方　貴子）

無実の者を誤った裁判から迅速に救済するために、下記事項について「刑事訴訟法の再審規定（再
審法）」の改正を行うことを要請する。（要旨）
１　捜査で集めた検察官の手持ち証拠を全面開示すること。
２　再審開始決定に対する検察官の不服申し立て（上訴）を禁止すること。
３　再審における手続きを整備すること。

問：日本では冤罪が繰り返し起こっているが、どこに問題があると考えるか。

答：裁判では三審制が取り入れられており、慎重に裁判が行われた上で判決が出るので、冤罪は
そうそうあるものではないが、それが起こる原因の1つは開示されない証拠があることだと
考える。

〇発議第8号
紀淡海峡連絡橋のような、不要不
急の大型公共工事を、国土強靱

化の名で進めることは反対であるが、能登の震
災等を目の当たりにし、防災減災対策の枠内で
の予算活用においては、賛成。	 （岡　義明）

海南市は特に地盤が弱いところ
が多く、災害対策には多額の費用

がかかる。真に有効な対策を強力に進めて欲し
い。	 （溝口　恵敬）

〇発議第10号
袴田事件の弁護団は「証拠
は、ねつ造されたものでしか

ない」と報告している。冤罪を警察官や検
察官らの手で作らせないためにも全面的
に賛成である。	 （岡　義明）

〇発議第11号
福祉分野についてはずっと
消費税非課税でやってきた。

他の自治体も非課税との認識が多かった。
非課税を続けるべき。	 （溝口　恵敬）

討
論

賛成

賛成
賛成

賛成
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議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で可決・同意　〇…賛成多数で可決

11 月定例会
議案番号 議　　案 結果

議案第 53 号 和歌山地方税回収機構の共同処理する事務の変更及び和歌山地方税回収機構規約の変更 ◎
議案第 54 号 海南市民防災公園条例 ◎
議案第 55 号 海南市体験学習館条例 ◎
議案第 56 号 令和６年度海南市一般会計補正予算（第４号） ◎
議案第 57 号 令和６年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ◎
議案第 58 号 令和６年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ◎
議案第 59 号 令和６年度海南市介護保険特別会計補正予算（第１号） ◎
議案第 60 号 令和６年度海南市水道事業会計補正予算（第１号） ◎
議案第 61 号 海南市民交流施設及び海南市海南図書館の指定管理者の指定 ◎
議案第 62 号 海南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 ◯
議案第 63 号 市長、副市長及び教育長の給料その他の給与条例の一部を改正する条例 ◯
議案第 64 号 海南市職員給与条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 65 号 海南市会計年度任用職員の任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 66 号 令和６年度海南市一般会計補正予算（第５号） ◎
議案第 67 号 令和６年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ◎
議案第 68 号 令和６年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ◎
議案第 69 号 令和６年度海南市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎
諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
諮問第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
諮問第 4 号 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
発議第 8 号 国土強靭化の強力かつ計画的な推進を求める意見書（案） ◎
発議第 9 号 租税特別措置法第 89 条（トリガー条項）の凍結解除を求める意見書（案） ◎
発議第 10 号 「刑事訴訟法の再審規定（再審法）」の改正を求める意見書（案） ◎
発議第 11 号 障害者相談支援事業等にかかる消費税の取扱いの見直し等を求める意見書（案） ◎

会派・議員名

議案番号等

公明党
日本共産党 
海南市議会

議員団
無所属の会・日
本維新の会 市政クラブ 市民クラブ 自由

クラブ
結
　
　
果

中
家  

悦
生

森
下  

貴
史

岡
　  

義
明

溝
口  

恵
敬

古
田  

充
司

熊
野  

愛
子

栗
本  

量
生

田
村  

秀
明

宮
本  

憲
治

寺
脇  

寛
治

川
崎  

一
樹

榊󠄀
原  

徳
昭

米
原  

耕
司

池
原  

弘
貴

杉
本  

博
美

橋
爪  

大
輔

川
口  

政
夫

東
方  

貴
子

議案第 62 号 ○ ○ × × ○ × ○ × 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 63 号 ○ ○ × × ○ × ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■ 賛否の分かれた議案等 ○…賛成　×…反対

議案第53号  関連記事2ページ　 議案第54号  関連記事2ページ　 議案第55号  関連記事2ページ　 議案第56号  2億9,372万7千円の増額
補正 関連記事3・4ページ　 議案第57号  3億58万4千円の増額補正　 議案第58号  1,406万8千円の増額補正　 議案第59号  10万5千円の
増額補正 議案第60号  債務負担行為に期間及び限度額を設定するもの　 議案第61号  公の施設の指定管理を指定するもの　 議案第62号  議
長、副議長及び議員の期末手当の改定を行うもの　 議案第63号  市長、副市長及び教育長の期末手当の改定を行うもの　 議案第64号  職員の給
料月額、期末手当及び勤勉手当の改定を行うもの　 議案第65号  会計年度任用職員の期末手当及び勤勉手当の改定を行うもの　 議案第66号  3
億8,303万4千円の増額補正　 議案第67号  517万2千円の増額補正　 議案第68号  124万7千円の増額補正　 議案第69号  670万9千円
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告

議
　
案

■
総
務
委
員
会
　

12
月
６
日
（
月
）
に
「
自
治
会
問

題
に
つ
い
て
」の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

問 

自
治
会
加
入
率
が
低
下
す
る
中

で
、
自
治
会
役
員
の
方
々
か
ら

は
ど
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
い
る

か
。
ま
た
加
入
率
低
下
に
よ
り
様
々

な
影
響
が
出
て
く
る
と
思
う
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 
相
談
に
つ
い
て
は
、
地
区
に
新

し
く
入
っ
た
方
々
が
自
治
会
へ

加
入
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
相
談
が
多

い
。
加
入
率
低
下
に
よ
る
影
響
に
つ

い
て
は
、
環
境
美
化
や
防
犯
灯
の
管

理
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
災
対
策
、

高
齢
者
や
子
供
の
見
守
り
な
ど
、
自

治
会
や
地
域
の
方
に
協
力
い
た
だ
き
、

き
め
細
や
か
な
対
応
や
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
事
例

が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
を
行
政
だ
け

で
実
現
す
る
の
は
難
し
く
、
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
に
影
響
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
地
域
か
ら
の
声
が

行
政
の
方
に
伝
わ
り
に
く
く
な
る
、

回
覧
板
な
ど
で
共
有
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
市
か
ら
の
情
報
が
伝
わ
り

に
く
く
な
る
、
な
ど
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
市
と
し
て
で

き
る
こ
と
と
し
て
は
、
啓
発
資
料
を

配
布
し
少
し
で
も
自
治
会
の
意
義
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
、

市
か
ら
の
補
助
金
等
の
支
援
を
改
善

し
て
い
く
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

■
建
設
経
済
委
員
会
　

12
月
６
日
（
月
）
に
「
観
光
に
つ

い
て
」
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

問 

す
さ
み
町
で
は
、
風
光
明
媚
な

観
光
名
所
を
「
す
さ
み
八
景
」

と
銘
打
っ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
写
真

に
、
コ
メ
ン
ト
・
説
明
を
入
れ
て
紹

介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
ネ
ッ

ト
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
人
か
ら
人

へ
波
及
し
て
い
く
と
思
う
の
で
、
す

さ
み
町
は
良
い
手
法
と
っ
て
い
る
と

思
う
。
本
市
も
一
度
考
え
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。

答 

本
市
に
お
い
て
も
観
光
の
名
所

を
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

で
も
掲
載
し
て
い
る
が
、
日
本
遺
産

と
し
て
、
温
山
荘
、
黒
江
の
町
並
み

が
認
定
さ
れ
、
そ
の
後
も
ミ
カ
ン
お

菓
子
発
祥
の
地
と
い
う
こ
と
で
条
例

を
制
定
し
、
鈴
木
屋
敷
な
ど
、
新
た

に
認
定
さ
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
、

日
本
農
業
遺
産
の
認
定
、
そ
の
辺
を

整
理
し
て
、
海
南
市
の
強
み
と
し
て

の
観
光
を
ど
う
い
っ
た
形
で
発
信
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
一
度

整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

お
菓
子
の
発
祥
の
地
と
い
う
こ

と
か
ら
、
海
南
市
を
代
表
す
る

よ
う
な
お
菓
子
が
出
来
な
い
か
と
思
う
。

答 

例
え
ば
、
サ
ク
ア
ス
に
お
い
て
、

み
か
ん
パ
フ
ェ
や
タ
ル
ト
な
ど

季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
類
の
開
発
等
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
観
光
協
会
に
お
い
て
、
飲
食
マ

ッ
プ
を
作
り
、
現
在
は
お
菓
子
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。
お
土
産

物
に
つ
い
て
サ
ク
ア
ス
に
も
相
談
し

た
が
、
箱
菓
子
な
ど
が
人
気
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
需
要

は
あ
る
と
当
課
で
も
考
え
て
お
り
、

今
後
、
お
菓
子
部
会
等
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。

所  

管  

事  

務  

調  

査

〇議案第56号
防災公園整備の目的等に、㈱オリエンタルコンサルタンツから、本市に1名移り住む
ための引越し費用の一部や、給与全額を今後も税金で賄う大盤振る舞いの予算を

指摘。他に重要予算もあり消極的賛成。	 （岡　義明）

福祉関係の予算や下津消防署の移転に向けた予算が含まれていて重要。戸籍の
読み仮名の登録は慎重に進めて欲しい。	 （溝口　恵敬）

〇議案第62号　議案第63号
期末手当は、職員の生活給的な意味で支給されるもので、その賃上げはそのまま議
員や市長等には当てはまらない。	 （溝口　恵敬）

討
論

賛成

賛成

反対
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問 

こ
れ
ま
で
の
神
出
市

長
の
実
績
を
見
る
と
、

海
南
市
と
下
津
町
の
合
併

に
始
ま
り
、
下
津
行
政
局

の
新
築
、
津
波
防
波
堤
の

事
業
化
、
医
療
セ
ン
タ
ー

の
新
築
、
子
ど
も
園
の
建

設
、
庁
舎
の
高
台
移
転
、

多
く
の
市
民
の
方
々
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
海
南
ノ

ビ
ノ
ス
、
道
の
駅
海
南
サ

ク
ア
ス
、
海
南
駅
前
へ
の

ホ
テ
ル
誘
致
、
こ
ど
も
医

療
費
無
償
化
、
給
食
費
無

償
化
と
い
っ
た
子
育
て
支

援
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。

こ
の
経
験
並
び
に
実
績

の
も
と
、
引
き
続
き
市
政

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

次
期
市
長
選
に
向
け
た
抱

負
と
決
意
を
伺
う
。

答 

未
来
へ
の
安
全
・
安

心
の
基
盤
を
築
く
べ

く
、
海
南
市
で
は
、
道
路
、

河
川
や
港
湾
を
始
め
と
す

る
国
土
強
靭
化
、
市
民
防

災
公
園
等
の
防
災
・
減
災

対
策
、
地
元
経
済
を
牽
引

問 
市
の
市
債
残
高
を
一

人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
い
く
ら
か
。
県
内
何

位
か
。

答 
一
人
当
た
り
だ
と
約

70
万
。
県
内
９
市
で

４
番
目
に
高
い
数
値
で
あ

る
。

問 
市
税
等
収
入
に
対
し
、

人
件
費
な
ど
必
要
な

支
出
を
比
率
で
示
し
た
経

常
収
支
比
率
は
ど
れ
だ
け

か
。

答 

99
・
３
％
で
、
県
内

９
市
中
４
番
目
に
高

い
数
値
に
な
っ
て
い
る
。

問 

0.7
％
し
か
余
裕
が
な

い
こ
と
に
な
る
。
こ

の
状
況
を
踏
ま
え
ど
う
考

え
る
か
。

答 

大
型
事
業
も
一
定
完

了
し
、
地
方
債
の
発

行
も
抑
制
で
き
る
。
歳
出

の
見
直
し
・
抑
制
と
ふ
る

さ
と
納
税
等
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

問 
市
の
借
金
に
あ
た
る

地
方
債
残
高
の
最
新

の
状
況
は
。
ま
た
、
貯
金

に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

地
方
債
残
高
は
331
億

８
３
９
３
万
円
で
あ

り
、
令
和
４
年
度
よ
り
約

５
億
円
減
少
し
た
も
の
の
、

県
内
９
市
中
３
番
目
に
多

い
額
と
な
っ
て
い
る
。
基

金
全
体
の
残
高
は
約
41
億

円
で
、
県
内
９
市
で
下
位

に
位
置
す
る
。

問 

市
債
残
高
が
多
い
原

因
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答 

新
庁
舎
移
転
整
備
や

み
ら
い
子
ど
も
園
、

海
南
ノ
ビ
ノ
ス
、
サ
ク
ア

ス
の
整
備
が
主
な
原
因
。

た
だ
、
有
利
な
合
併
特
例

債
や
防
災
減
災
事
業
債
な

ど
を
使
っ
て
い
る
た
め
、

起
債
の
約
70
％
が
交
付
税

算
入
さ
れ
る
た
め
、
市
の

持
ち
出
し
を
抑
制
し
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
進
め
た

い
と
考
え
る
。

※ ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般
に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、提言
することで、政策の見直しなども行われます。
11月定例会では、12人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

7　溝口　恵敬（12 ページ）
◎水害対策について

8　岡　義明（12 ページ）
◎市民の投票する権利を守り、投票

率を引き上げるための取組につい
て

9　米原　耕司（13 ページ）
◎犯罪のない安心安全なまちづくり

に向けて

�　田村　秀明（13 ページ）
◎築60年以上の木造市営住宅につ

いて

�　橋爪　大輔（14 ページ）
◎東浜地区、新浜地区の排水ポンプ

について

�　熊野　愛子（14 ページ）
◎金融教育の推進について
・ひとり親家庭への支援について

1　川崎　一樹（９ページ）　
◎来春の市長選挙への出馬について

2　東方　貴子（９ページ）
・自転車ヘルメットについて
・女性起業家への支援について
◎市の財政について

3　古田　充司（10 ページ）
◎子供がより安心して学べる学校づ

くりに向けて

4　池原　弘貴（10 ページ）
◎自主防災組織について

5　森下　貴史（11 ページ）
◎下津斎場について
・学校における子供の相談について
・学校体育館のエアコン整備につい

て

6　中家　悦生（11 ページ）
◎軟骨伝導集音器の導入と普及につ

いて
・グリーンベルトの道路照明下への

移設について

人
が
市
政
を
問
う

12

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

人
が
市
政
を
問
う

12

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!
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●立候補する

●歳出の見直し、自主財源確保に努める

し
て
き
た
地
場
産
業
や
農

業
の
復
興
、
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
育
つ
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
即
し
た
教
育

環
境
の
整
備
や
福
祉
施
策

の
充
実
等
、よ
り
「
安
心・

安
全
」、
そ
し
て
、
市
民

の
皆
様
が
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
議
員
の
皆
様
や
有

権
者
の
皆
様
の
ご
支
援
、

そ
し
て
職
員
の
方
々
の
ご

協
力
を
糧
に
、
持
て
る
力

を
振
り
絞
り
、
市
政
に
邁

進
す
る
所
存
で
あ
り
、
よ

っ
て
来
春
の
市
長
選
に
立

候
補
す
る
。

問 

こ
れ
ま
で
の
神
出
市

長
の
実
績
を
見
る
と
、

海
南
市
と
下
津
町
の
合
併

に
始
ま
り
、
下
津
行
政
局

の
新
築
、
津
波
防
波
堤
の

事
業
化
、
医
療
セ
ン
タ
ー

の
新
築
、
子
ど
も
園
の
建

設
、
庁
舎
の
高
台
移
転
、

多
く
の
市
民
の
方
々
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
海
南
ノ

ビ
ノ
ス
、
道
の
駅
海
南
サ

ク
ア
ス
、
海
南
駅
前
へ
の

ホ
テ
ル
誘
致
、
こ
ど
も
医

療
費
無
償
化
、
給
食
費
無

償
化
と
い
っ
た
子
育
て
支

援
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。

こ
の
経
験
並
び
に
実
績

の
も
と
、
引
き
続
き
市
政

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

次
期
市
長
選
に
向
け
た
抱

負
と
決
意
を
伺
う
。

答 

未
来
へ
の
安
全
・
安

心
の
基
盤
を
築
く
べ

く
、
海
南
市
で
は
、
道
路
、

河
川
や
港
湾
を
始
め
と
す

る
国
土
強
靭
化
、
市
民
防

災
公
園
等
の
防
災
・
減
災

対
策
、
地
元
経
済
を
牽
引

問 

市
の
市
債
残
高
を
一

人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
い
く
ら
か
。
県
内
何

位
か
。

答 

一
人
当
た
り
だ
と
約

70
万
。
県
内
９
市
で

４
番
目
に
高
い
数
値
で
あ

る
。

問 

市
税
等
収
入
に
対
し
、

人
件
費
な
ど
必
要
な

支
出
を
比
率
で
示
し
た
経

常
収
支
比
率
は
ど
れ
だ
け

か
。

答 

99
・
３
％
で
、
県
内

９
市
中
４
番
目
に
高

い
数
値
に
な
っ
て
い
る
。

問 

0.7
％
し
か
余
裕
が
な

い
こ
と
に
な
る
。
こ

の
状
況
を
踏
ま
え
ど
う
考

え
る
か
。

答 

大
型
事
業
も
一
定
完

了
し
、
地
方
債
の
発

行
も
抑
制
で
き
る
。
歳
出

の
見
直
し
・
抑
制
と
ふ
る

さ
と
納
税
等
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

問 

市
の
借
金
に
あ
た
る

地
方
債
残
高
の
最
新

の
状
況
は
。
ま
た
、
貯
金

に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

地
方
債
残
高
は
331
億

８
３
９
３
万
円
で
あ

り
、
令
和
４
年
度
よ
り
約

５
億
円
減
少
し
た
も
の
の
、

県
内
９
市
中
３
番
目
に
多

い
額
と
な
っ
て
い
る
。
基

金
全
体
の
残
高
は
約
41
億

円
で
、
県
内
９
市
で
下
位

に
位
置
す
る
。

問 

市
債
残
高
が
多
い
原

因
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答 

新
庁
舎
移
転
整
備
や

み
ら
い
子
ど
も
園
、

海
南
ノ
ビ
ノ
ス
、
サ
ク
ア

ス
の
整
備
が
主
な
原
因
。

た
だ
、
有
利
な
合
併
特
例

債
や
防
災
減
災
事
業
債
な

ど
を
使
っ
て
い
る
た
め
、

起
債
の
約
70
％
が
交
付
税

算
入
さ
れ
る
た
め
、
市
の

持
ち
出
し
を
抑
制
し
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
進
め
た

い
と
考
え
る
。

川崎  一樹

東方  貴子

来春の市長選挙への出馬は

市の財政状況は

録画映像

録画映像
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補
正
予
算

発
　
議

審
議
結
果

討
論
・
所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

視
察
報
告

議
　
案

問 

下
津
斎
場
へ
の
国
道

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道

路
は
、
多
く
の
市
民
が
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
道
路

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舗
装

状
態
も
よ
く
な
い
よ
う
に

思
う
が
、
こ
の
道
の
管
理

者
は
誰
に
な
る
の
か
。
市

で
は
道
の
状
態
を
ど
の
様

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答 

こ
の
道
は
、
市
が
管

理
す
る
市
道
、
農
道

で
あ
る
。
こ
の
区
間
の
道

路
の
状
態
は
、
路
面
は
ひ

び
割
れ
や
段
差
が
点
在
し
、

全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
認
識
し
て

お
り
、
補
修
工
事
を
そ
の

都
度
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
行
き
届
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
ま
た
、
道
路
に
は
み

出
し
た
草
木
が
通
行
の
邪

魔
に
な
っ
た
り
、
視
界
の

妨
げ
と
な
れ
ば
、
除
草
や

伐
採
を
行
っ
て
い
る
。

問 

公
共
施
設
へ
行
く
道

に
し
て
は
非
常
に
悪

く
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

問 
補
装
具
に
対
す
る
助

成
の
条
件
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

答 
身
体
障
害
者
手
帳
を

取
得
し
て
い
る
方
が

助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。

問 
聴
覚
障
害
児
者
に
対

す
る
補
装
具
と
し
て

補
聴
器
が
あ
る
が
、
同
等

に
扱
う
こ
と
は
可
能
か
。

答 

補
装
具
費
支
給
制
度

は
国
に
よ
り
対
象
品

目
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

補
装
具
の
補
聴
器
と
同
等

に
扱
う
こ
と
は
、
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
。

問 
耳
が
聞
こ
え
に
く
い

方
が
来
ら
れ
た
と
き

に
円
滑
に
手
続
が
で
き
る

よ
う
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
を
本
市
の
業
務
の
窓
口

に
設
置
、
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

答 

窓
口
で
の
対
応
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
、

音
が
明
瞭
に
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
る
支
援
機
器
設
置

の
必
要
性
は
今
後
高
ま
っ

て
い
く
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
高
齢
介
護
課
ま
た

は
社
会
福
祉
課
の
窓
口
で

試
験
的
に
導
入
す
る
よ
う

検
討
す
る
。

問 

難
聴
対
策
に
力
を
入

れ
る
こ
と
は
認
知
症

対
策
に
も
つ
な
が
る
。
軟

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、
従

前
の
補
聴
器
に
比
べ
低
価

格
で
購
入
で
き
る
が
、
市

と
し
て
普
及
推
進
の
考
え

は
。

答 

ま
ず
は
窓
口
に
試
験

的
に
導
入
し
、
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含

め
効
果
を
検
証
し
た
い
。

●モデル校を設定してクラブの組織化も検討していく

●毎年代表者に補助金や訓練・研修会等の告知を行っている

考
え
を
持
ち
、
進
め
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答 

部
活
動
の
地
域
移
行

に
係
る
モ
デ
ル
校
を

設
定
し
て
、
平
日
は
各
学

校
で
運
動
ク
ラ
ブ
・
文
化

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
活
動
は

継
続
し
な
が
ら
、
休
日
の

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
部

活
動
指
導
員
や
地
域
の
指

導
者
に
よ
る
指
導
、
隣
接

す
る
学
校
間
で
合
同
練
習

の
実
施
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
複
数
校
の
生
徒
が

参
加
で
き
、
大
会
出
場
や

さ
ら
な
る
技
術
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ

ブ
の
組
織
化
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
く
。　

問 

中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
の
取
組
は
喫

緊
の
課
題
と
考
え
て
い
る

が
、
全
国
の
先
進
事
例
を

参
考
に
、
本
市
で
の
部
活

動
の
地
域
移
行
に
向
け
、

そ
の
た
め
の
準
備
委
員
会

や
協
議
会
等
と
い
っ
た
組

織
を
設
立
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

答 
こ
の
12
月
か
ら
体
育

協
会
や
文
化
協
会
、

中
学
校
体
育
連
盟
、
現
在

中
学
校
に
設
定
さ
れ
て
い

る
運
動
部
、
文
化
部
に
関

連
の
あ
る
関
係
団
体
の

方
々
か
ら
意
見
を
伺
う
準

備
会
を
順
次
開
催
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
、
教
員
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
意
向
を
把
握
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問 

学
校
以
外
の
地
域
の

方
々
と
の
協
議
等
の

取
組
を
進
め
て
い
く
と
い

う
こ
と
だ
が
、
今
後
の
中

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
、

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
、

答 

防
災
士
等
を
対
象
と

し
た
研
修
会
を
実
施
。

防
災
士
の
資
格
取
得
に
掛

か
る
費
用
の
補
助
も
行
っ

て
お
り
、
現
在
64
名
が
資

格
取
得
し
て
い
る
。

問 

11
月
10
日
の
一
斉
防

災
訓
練
に
多
く
の
市

民
が
参
加
し
た
が
、
自
治

会
や
自
主
防
災
会
等
の
未

加
入
世
帯
に
つ
い
て
は
、

市
報
以
外
で
の
訓
練
告
知

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
、
事
業
所

等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

併
せ
て
災
害
時
に
一
層
の

共
助
が
必
要
に
な
る
こ
と

か
ら
自
治
会
へ
の
加
入
促

進
に
つ
い
て
も
関
係
課
と

連
携
し
て
い
き
た
い
。

問 

地
震
等
災
害
時
、
地

域
住
民
が
協
力
連
携

し
自
分
達
の
地
域
を
自
分

達
で
守
る
た
め
に
活
動
す

る
自
主
防
災
組
織
の
結
成

率
は
。

答 

各
自
治
会
や
市
職
員

の
尽
力
に
よ
り
現
在

は
結
成
率
100
％
に
な
っ
て

い
る
。

問 

結
成
後
、
ど
の
よ
う

に
活
動
す
れ
ば
良
い

か
わ
か
ら
な
い
組
織
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
対
応
は
。

答 

毎
年
代
表
者
に
防
災

訓
練
や
研
修
会
の
案

内
、
取
組
例
の
紹
介
等
を

行
っ
て
い
る
。
他
に
、
市

独
自
の
「
自
主
防
災
育
成

事
業
補
助
金
」
や
出
前
講

座
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問 

地
域
や
組
織
の
活
性

化
を
図
る
に
は
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
重

要
だ
と
思
う
が
、
人
材
育

成
研
修
会
や
防
災
士
の
資

格
取
得
の
取
組
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

古田  充司

池原  弘貴

中学校部活動の地域移行について
今後の取組は

自主防災組織結成後のアドバイスや
対応は

録画映像
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質
問

視
察
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●調査後、計画的に進めていく

●一部窓口で試験的に導入することを検討する

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
補

修
工
事
を
そ
の
都
度
し
か

実
施
し
て
い
な
い
た
め
、

非
常
に
悪
路
に
な
っ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
整
備
し

て
い
く
の
か
。

答 

下
津
斎
場
ま
で
の
区

間
の
舗
装
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
路
面
調
査
を

実
施
し
、
劣
化
が
進
行
し

て
い
る
区
間
か
ら
計
画
的

な
修
繕
工
事
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
除
草
や
伐

採
は
職
員
に
よ
る
作
業
や

建
設
業
者
等
に
委
託
し
て

い
る
が
、
草
木
、
ま
た
側

溝
の
状
態
に
注
視
し
、
適

切
な
実
施
に
努
め
て
ま
い

る
。

問 

下
津
斎
場
へ
の
国
道

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道

路
は
、
多
く
の
市
民
が
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
道
路

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舗
装

状
態
も
よ
く
な
い
よ
う
に

思
う
が
、
こ
の
道
の
管
理

者
は
誰
に
な
る
の
か
。
市

で
は
道
の
状
態
を
ど
の
様

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答 
こ
の
道
は
、
市
が
管

理
す
る
市
道
、
農
道

で
あ
る
。
こ
の
区
間
の
道

路
の
状
態
は
、
路
面
は
ひ

び
割
れ
や
段
差
が
点
在
し
、

全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
認
識
し
て

お
り
、
補
修
工
事
を
そ
の

都
度
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
行
き
届
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
ま
た
、
道
路
に
は
み

出
し
た
草
木
が
通
行
の
邪

魔
に
な
っ
た
り
、
視
界
の

妨
げ
と
な
れ
ば
、
除
草
や

伐
採
を
行
っ
て
い
る
。

問 

公
共
施
設
へ
行
く
道

に
し
て
は
非
常
に
悪

く
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

問 

補
装
具
に
対
す
る
助

成
の
条
件
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

答 

身
体
障
害
者
手
帳
を

取
得
し
て
い
る
方
が

助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。

問 

聴
覚
障
害
児
者
に
対

す
る
補
装
具
と
し
て

補
聴
器
が
あ
る
が
、
同
等

に
扱
う
こ
と
は
可
能
か
。

答 

補
装
具
費
支
給
制
度

は
国
に
よ
り
対
象
品

目
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

補
装
具
の
補
聴
器
と
同
等

に
扱
う
こ
と
は
、
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
。

問 

耳
が
聞
こ
え
に
く
い

方
が
来
ら
れ
た
と
き

に
円
滑
に
手
続
が
で
き
る

よ
う
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
を
本
市
の
業
務
の
窓
口

に
設
置
、
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

答 

窓
口
で
の
対
応
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
、

音
が
明
瞭
に
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
る
支
援
機
器
設
置

の
必
要
性
は
今
後
高
ま
っ

て
い
く
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
高
齢
介
護
課
ま
た

は
社
会
福
祉
課
の
窓
口
で

試
験
的
に
導
入
す
る
よ
う

検
討
す
る
。

問 

難
聴
対
策
に
力
を
入

れ
る
こ
と
は
認
知
症

対
策
に
も
つ
な
が
る
。
軟

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、
従

前
の
補
聴
器
に
比
べ
低
価

格
で
購
入
で
き
る
が
、
市

と
し
て
普
及
推
進
の
考
え

は
。

答 
ま
ず
は
窓
口
に
試
験

的
に
導
入
し
、
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含

め
効
果
を
検
証
し
た
い
。

森下  貴史

中家  悦生

下津斎場へのアクセス道の整備を

軟骨伝導イヤホンを本市窓口に設置、
導入することを提案する

録画映像
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視
察
報
告
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問 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

掲
示
板
を
利
用
し
て

参
加
者
を
募
り
、
非
合
法

な
仕
事
内
容
を
明
か
さ
ず

高
額
な
報
酬
支
払
を
示
唆

す
る
闇
バ
イ
ト
が
多
発
し

て
い
る
。
海
南
市
に
お
け

る
犯
罪
発
生
件
数
を
問
う
。

答 

本
市
の
刑
法
犯
数
は

令
和
３
年
108
件
、
４

年
111
件
、
５
年
が
138
件
で

あ
る
。

問 

犯
罪
被
害
者
や
そ
の

家
族
、
遺
族
が
社
会

の
中
で
再
び
平
穏
な
生
活

を
営
め
る
よ
う
、
多
く
の

自
治
体
で
支
援
す
る
条
例

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
被

害
者
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
た
条
例
は

必
須
だ
と
考
え
る
が
。

答 

国
の
制
度
が
改
善
さ

れ
給
付
金
が
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
犯
罪

被
害
に
よ
る
休
業
加
算
の

見
直
し
も
拡
充
し
て
い
る
。

問 

犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
支
給
法
は
申
請
が

問 
本
市
の
空
家
数
は
ど

う
か
。

答 
令
和
３
年
度
の
実
態

調
査
で
は
１
，
１
０

３
棟
を
確
認
し
た
。
ま
た

放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切

と
定
義
さ
れ
る
特
定
空
家

は
638
棟
で
あ
る
。

問 

特
定
空
家
の
割
合
は

全
国
平
均
、
和
歌
山

県
平
均
と
の
比
較
は
ど
う

か
。

答 

本
市
の
13
・
8
％
に

対
し
て
全
国
平
均
は

5.9
％
で
あ
り
、
県
平
均
は

12
・
１
％
で
あ
る
。

問 

空
家
対
策
の
成
果
は

ど
う
か
。

答 

少
な
く
と
も
300
棟
の

空
家
が
解
体
さ
れ
た

も
の
と
把
握
し
て
い
る
。

問 

築
60
年
以
上
に
な
る

市
営
木
造
空
家
住
宅

の
戸
数
及
び
棟
数
は
ど
う

か
。

答 

近
々
の
退
去
見
込
み

も
含
め
た
空
家
数
は

221
戸
、
棟
数
で
は
59
棟
が

完
全
な
空
家
に
な
る
と
見

●排水路の設計や強制排水など、対策を検討する

●システムを早期に検証し、問題がなければ対応したい

答 問 

Ｊ
Ｒ
下
に
は
、
交
差

点
方
面
か
ら
の
排
水

路
が
ク
ラ
ン
ク
状
に
直
角

に
２
回
曲
が
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
海
南
駅
か
ら
の

排
水
路
と
ま
た
直
角
に
合

流
し
て
い
る
。
①
高
速
道

路
方
面
か
ら
の
排
水
路
の

勾
配
が
交
差
点
付
近
で
急

に
小
さ
く
な
る
こ
と
、
②

広
い
範
囲
の
排
水
を
集
め

過
ぎ
て
い
る
こ
と
、
③
ク

ラ
ン
ク
や
合
流
の
角
度
な

ど
、
水
路
の
設
計
に
問
題

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

排
水
路
の
見
直
し
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答 
県
や
各
課
と
連
携
し

て
、
新
た
な
対
策
を

検
討
し
て
い
る
。
強
制
排

水
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

問 

い
つ
頃
、
取
り
か
か

れ
る
か
。

答 

来
年
度
上
半
期
以
後

に
対
策
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
。

問 

海
南
駅
南
東
交
差
点

周
辺
が
、
今
年
２
回

浸
水
し
た
。
浸
水
の
原
因

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答 
20
分
間
に
30
ミ
リ
と

い
う
強
い
雨
が
流
れ

込
み
、
側
溝
や
道
路
下
の

管
渠
が
満
水
に
な
る
と
と

も
に
、
路
面
等
の
雨
が
地

盤
の
低
い
交
差
点
に
集
ま

り
冠
水
し
た
と
考
え
て
い

る
。

問 
Ｊ
Ｒ
下
の
排
水
経
路

に
は
、
ど
の
ぐ
ら
い

の
範
囲
の
雨
水
や
排
水
を

集
め
て
い
る
か
。

答 

面
積
は
約
36 

ha
で
あ

る
。

問 

計
算
す
る
と
、
こ
の

面
積
に
20
分
で
落
ち

た
水
は
１
万
８
百
㎥
に
な

る
。
高
速
下
か
ら
交
差
点

ま
で
の
約
１
㎞
の
間
に
は

13
ｍ
弱
の
落
差
が
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
直
線
な
の
で
、

ど
っ
と
流
れ
込
ん
で
く
る
。

こ
の
交
差
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
下

ま
で
の
暗
渠
の
勾
配
は
ど

う
か
。

問 

投
票
所
へ
の
移
動
支

援
や
移
動
期
日
前
投

票
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答 

他
市
の
事
例
を
調
査

し
た
が
、
具
体
的
な

検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

問 

総
務
省
は
移
動
支
援

等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
求
め
て
い
る
が

ど
う
か
。

答 

投
票
所
へ
の
移
動
支

援
に
つ
い
て
は
、
他

の
福
祉
制
度
等
と
の
調
整

も
必
要
で
あ
る
が
、
早
期

に
検
討
し
た
い
。

問 

選
挙
は
民
主
主
義
の

根
幹
で
あ
る
。
投
票

率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

問
う
。

自
宅
か
ら
最
も
近
い
投

票
所
で
投
票
で
き
る
よ
う

求
め
て
き
た
が
改
善
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

選
挙
管
理
委
員
会
委

員
の
意
見
と
し
て
、

「
自
治
会
を
単
位
と
す
る

の
は
よ
い
が
、
な
る
べ
く

有
権
者
が
不
便
に
な
ら
な

い
よ
う
す
べ
き
」、
ま
た

「
地
区
か
ら
の
改
善
要
望

が
あ
れ
ば
、
状
況
を
確
認

し
、
速
や
か
に
対
応
す
べ

き
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
手
動
で
投
票
所

の
個
別
変
更
を
加
え
た
場

合
、
シ
ス
テ
ム
上
の
エ
ラ

ー
チ
ェ
ッ
ク
が
正
常
に
機

能
す
る
か
な
ど
の
懸
念
事

項
が
あ
る
た
め
、
投
票
所

変
更
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
早
期
に
検
証
を
行
い
、

問
題
が
な
け
れ
ば
対
応
し

た
い
。

溝口  恵敬

岡　  義明

海南駅南東交差点周辺の浸水対策は
どうするか

自宅から最も近い所で投票できるよう
求めてきたが、改善してない

録画映像

録画映像
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●法律により制度整備や拡充を進めるのが望ましい

●入居者の減少に合わせて適宜除却する予定

複
雑
で
審
査
も
過
度
に
厳

し
く
支
援
が
届
き
に
く
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
市

に
求
め
ら
れ
る
の
は
経
済

的
な
支
援
で
は
な
く
、
相

談
窓
口
や
診
療
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
医
療
の
支
援
で

あ
る
。
犯
罪
被
害
者
は
精

神
的
・
身
体
的
に
苦
し
ま

れ
て
お
り
、
自
治
体
独
自

の
条
例
を
設
け
る
こ
と
で

迅
速
な
支
援
が
期
待
で
き

る
。
あ
ら
た
め
て
問
う
。

答 
犯
罪
被
害
者
等
へ
の

支
援
は
基
本
を
定
め

た
法
律
に
よ
り
制
度
整
備

や
拡
充
を
進
め
る
の
が
望

ま
し
い
。
条
例
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
積
極
的
な
対

応
に
努
め
た
い
。

問 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

掲
示
板
を
利
用
し
て

参
加
者
を
募
り
、
非
合
法

な
仕
事
内
容
を
明
か
さ
ず

高
額
な
報
酬
支
払
を
示
唆

す
る
闇
バ
イ
ト
が
多
発
し

て
い
る
。
海
南
市
に
お
け

る
犯
罪
発
生
件
数
を
問
う
。

答 
本
市
の
刑
法
犯
数
は

令
和
３
年
108
件
、
４

年
111
件
、
５
年
が
138
件
で

あ
る
。

問 
犯
罪
被
害
者
や
そ
の

家
族
、
遺
族
が
社
会

の
中
で
再
び
平
穏
な
生
活

を
営
め
る
よ
う
、
多
く
の

自
治
体
で
支
援
す
る
条
例

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
被

害
者
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
た
条
例
は

必
須
だ
と
考
え
る
が
。

答 

国
の
制
度
が
改
善
さ

れ
給
付
金
が
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
犯
罪

被
害
に
よ
る
休
業
加
算
の

見
直
し
も
拡
充
し
て
い
る
。

問 

犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
支
給
法
は
申
請
が

込
ま
れ
る
。

問 

空
家
は
震
災
時
に
は

避
難
経
路
を
阻
む
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。
民
間

の
空
家
に
つ
い
て
は
広
く

市
民
に
働
き
か
け
る
一
方
、

老
朽
市
営
住
宅
の
整
理
は

進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
で

は
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
と
考
え
る
。
一
般
特

定
空
家
と
老
朽
木
造
市
営

住
宅
を
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に

乗
せ
る
と
、
特
定
空
家
相

当
の
8.3
％
が
市
の
保
有
物

件
で
あ
る
。
一
層
の
加
速

感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
望
む
が
、
今
後
、
老

朽
市
営
住
宅
に
関
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答 

今
後
は
財
源
の
確
保

と
跡
地
の
有
効
活
用

な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
手

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問 

本
市
の
空
家
数
は
ど

う
か
。

答 

令
和
３
年
度
の
実
態

調
査
で
は
１
，
１
０

３
棟
を
確
認
し
た
。
ま
た

放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切

と
定
義
さ
れ
る
特
定
空
家

は
638
棟
で
あ
る
。

問 

特
定
空
家
の
割
合
は

全
国
平
均
、
和
歌
山

県
平
均
と
の
比
較
は
ど
う

か
。

答 

本
市
の
13
・
8
％
に

対
し
て
全
国
平
均
は

5.9
％
で
あ
り
、
県
平
均
は

12
・
１
％
で
あ
る
。

問 

空
家
対
策
の
成
果
は

ど
う
か
。

答 

少
な
く
と
も
300
棟
の

空
家
が
解
体
さ
れ
た

も
の
と
把
握
し
て
い
る
。

問 

築
60
年
以
上
に
な
る

市
営
木
造
空
家
住
宅

の
戸
数
及
び
棟
数
は
ど
う

か
。

答 
近
々
の
退
去
見
込
み

も
含
め
た
空
家
数
は

221
戸
、
棟
数
で
は
59
棟
が

完
全
な
空
家
に
な
る
と
見

米原  耕司

田村  秀明

犯罪被害者等支援条例の制定は
必須だと考えるが

空家となっている老朽市営住宅に
ついて

録画映像
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●いま一度効果的な対策を検証していく

●さらに工夫した取組を実施していく

エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
は
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
か
ら
効
率

よ
く
運
転
で
き
る
水
位
に

設
定
し
て
い
る
。
ポ
ン
プ

は
連
続
し
た
運
転
が
一
番

効
率
よ
く
排
水
で
き
る
と

考
え
る
が
、
起
動
を
低
い

水
位
に
設
定
し
た
場
合
、

起
動
と
停
止
の
繰
り
返
し

が
増
え
、
起
動
時
間
の
ロ

ス
等
で
排
水
効
率
の
低
下

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ポ

ン
プ
場
は
排
水
能
力
、
地

下
ピ
ッ
ト
の
容
量
、
水
路

の
状
況
等
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
。
そ
の
あ
た
り
を
見

極
め
な
が
ら
運
用
を
見
直

す
と
と
も
に
、
冠
水
箇
所
、

道
路
側
溝
や
排
水
路
を
調

査
点
検
し
対
策
を
検
証
し

て
い
く
。

問 

豪
雨
時
、
標
高
の
低

い
東
浜
地
区
や
新
浜

地
区
に
お
い
て
道
路
が
冠

水
し
住
宅
や
店
舗
に
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。
排
水

ポ
ン
プ
は
ど
の
よ
う
に
運

用
し
て
い
る
の
か
。

答 
ど
ち
ら
の
地
区
も
自

然
排
水
が
困
難
な
た

め
、
生
活
排
水
も
電
動
ポ

ン
プ
で
排
水
し
て
い
る
。

ポ
ン
プ
場
に
流
れ
た
水
を

地
下
ピ
ッ
ト
に
流
入
さ
せ
、

水
位
が
一
定
の
高
さ
ま
で

上
昇
す
る
と
ポ
ン
プ
が
自

動
運
転
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
雨
が
強
く
な

る
と
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
に

よ
る
排
水
が
始
ま
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

問 

ポ
ン
プ
が
起
動
す
る

水
位
に
つ
い
て
、
水

位
計
の
設
定
を
下
げ
れ
ば

冠
水
対
策
に
な
る
の
で
は

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

電
動
ポ
ン
プ
は
生
活

排
水
を
排
水
す
る
こ

と
か
ら
低
い
水
位
で
、
降

雨
時
に
追
っ
て
運
転
す
る

理
解
を
深
め
て
い
る
。

問 

金
融
教
育
に
つ
な
が

る
職
場
体
験
は
あ
る

の
か
。

答 

こ
こ
数
年
を
遡
っ
て

み
て
も
、
銀
行
等
の

金
融
機
関
へ
の
職
場
体
験

は
実
施
し
て
い
な
い
。

問 

働
い
て
い
る
職
員
の

方
か
ら
直
接
金
融
や

経
済
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
ぶ
良
い
機
会
に
な
る
の

で
、
職
場
体
験
を
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

後
の
金
融
教
育
の
更
な
る

充
実
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

重
要
な
教
育
内
容
の

一
つ
と
し
て
捉
え
て

お
り
、
好
事
例
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
工

夫
し
た
取
組
を
実
施
し
て

い
く
。

問 

金
融
経
済
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、

子
供
た
ち
が
お
金
や
金
融

の
様
々
な
働
き
を
理
解
し

て
、
考
え
る
力
を
育
て
る

こ
と
は
大
切
だ
と
考
え
る

が
、
本
市
で
の
金
融
教
育

の
実
施
状
況
は
。

答 

学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
よ
り
、
２
０
２

２
年
４
月
か
ら
小
中
学
校
、

高
等
学
校
に
実
施
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
主
と

し
て
社
会
科
、
家
庭
科
、

生
活
科
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
、
特
別
活
動
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

問 

具
体
的
な
学
習
内
容

は
。

答 

小
学
校
で
は
、
日
常

生
活
を
テ
ー
マ
に
、

お
小
遣
い
の
使
い
方
や
売

買
契
約
、
様
々
な
支
払
い

形
態
な
ど
に
つ
い
て
の
学

習
を
行
っ
て
い
る
。
中
学

校
で
は
、
家
計
の
収
支
、

消
費
者
問
題
、
株
式
の
意

義
や
消
費
者
保
護
に
関
す

る
法
律
な
ど
に
つ
い
て
の

橋爪  大輔

熊野  愛子

豪雨時の排水ポンプの運用について

金融教育の更なる充実について
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・広島県呉市 【自治会の現状と課題について】
呉市では、呉市住民自治組織あり方検討委員会を設置し、自治会運営に係る課題や解決に向けた方

向性、具体的な施策の検討内容を整理し、報告書に取りまとめ、市に対して提言書を提出している。
・広島県広島市 【地域コミュニティ活性化について、自治会の加入促進に現状と課題について】

広島市では、持続可能な地域コミュニティの実現に向けた取組として、町内会・自治会実態調査を
実施し、その結果を基に「広島市地域コミュニティ活性化ビジョン」を策定し、自治会の加入促進対策
に取り組んでいる。

・広島県熊野町 【豪雨災害対策について】
熊野町では、平成 30 年 7 月豪雨災害後、災害検証委員会を設置し検証を行い、その結果を基に

熊野町災害復興計画を作成している。また、豪雨による教訓を後世に伝承するための一つの手段として、
「豪雨被災誌」を作成している。

教育厚生委員会［11月6日～8日］

・福岡県久山町 【道徳教育について】
久山町では、昭和 50 年ごろ少年非行検挙率が県内でワースト1 になったことから、40 年以上にわ

たり学校、家庭、地域が一体となって道徳推進運動に取り組んでいる。
・福岡県筑後市 【ひきこもり支援について】

筑後市社会福祉協議会では、家族会活動を進めるとともに、ひきこもりの方のためのアルバイト雇用
や、高齢者の困りごととのマッチング事業などひきこもり支援に取り組んでいる。

・福岡県福岡市 【有償ボランティア】
福岡市社会福祉協議会では、ボランティアグループの立ち上げに尽力するとともに、30 を超える生

活支援ボランティアグループの活動内容等をまとめた事例集の作成などに取り組んでいる。

建設経済委員会［10月23日～24日、11月6日～7日］

・和歌山県串本町 【ロケットを生かした観光振興について】
串本町では、民間初のロケット打ち上げが行われており、それを生かした行政の取組、とくに観光振

興の分野に力を入れられており、地域の活性化につなげようと取り組んでいる。
・和歌山県新宮市 【産業振興の取組について】

新宮市では、新宮港への企業立地の促進を図るとともに、産学連携により、運送や養殖事業、加工
販売など地域の特性を生かした産業振興に取り組んでいる。

・岡山県矢掛町 【空き家対策と利活用について】
岡山県矢掛町は、旧山陽道の宿場町であり、古くからの建物が残っていることを生かし、古民家を

活用して交流施設や宿泊施設に再生することで、過疎化対策と観光振興を両立させ、地域経済の活性
化に取り組んでいる。

・広島県尾道市 【空き家対策について】
尾道市では、増加する空き家の対策として、市と NPO が連携して空き家の情報提供を展開している。

NPO ではアートや店舗、ギャラリーなど、住宅以外での活用も積極的に行っており、新たな利用者を
呼び込むことで、景観の保全及び地域の活性化を図っている。

│先│進│地│視│察│報│告│
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ホームページでは、市議会の日程や議案などの
情報を掲載しています。また、会議録を閲覧いた
だけるほか、本会議の生中継や委員会の録画映像
の配信（約10日後から）も行っていますので、ぜ
ひご利用ください。

市議会の定例会は年４回開催され、次回の2月
定例会は2月27日（木）に開会する予定です。

市議会では、市民の皆さまの生活に密着したさ
まざまな問題が審議されています。市政を知る機
会にもなりますので、ぜひ気軽に傍聴にお越しく
ださい。

なお、日程は変更することがありますので、傍
聴を希望される場合や本会議の生中継をご覧にな
る場合は、お手数ですが議会事務局まで日時をお
問い合わせください。

市議会ホームページ

より良い紙面とするため、議会だよりに関す
る皆さま方のご意見等をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

2月定例会の予定
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Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/kakubusho/gikaijimukyoku/index.html

海南市議会事務局 〒642-8501 海南市南赤坂１１番地
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海南・海草議会議員連絡協議会の役員が県陳情
11月11日、海南・海草地域のさらなる発展のため海南市、紀美野町の全議員で構成す

る「海南・海草議会議員連絡協議会」の役員が、国道等や県、県管理河川の整備促進など
岸本県知事に対し陳情を行い、その後、陳情項目に関係する県当局と意見交換会を行いま
した。


